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臨置車躍襲盟

( 1月末日現在〉
前月比

〈十154)

(+141) 
(+13) 

(+1D 
103 
44 

(383号)2月下旬号( I ) 

人口 55 659 
{男 26.705
女 28.954

世帯数 1Z.336 
転入 493 出生
転出 398 死亡

O 

‘矢次二号橋できる

三
十
七
年
の
水
害
で
こ

わ
れ
た
矢
次
二
号
橋
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
橋
は
鉄
筋

ゴ
シ
ク
リ
l
ト
づ
く
り
で

巾

l
四
メ
ー
ト
ル
長
さ
|

ご
十
メ
ー
ト
ル
で
取
付
道

路
も
百
九
十
二
メ
ー
ト
ル

が
新
し
く
で
き
交
通
が
大

変
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す

総
工
費
H
H
四
百
十
七
万
円

(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

福重にある野田川の護岸がきれいにできあがっています

この川も31年の水害で決壊し、その復旧が急がれてい

たもので、す。新しくできた護岸の長さり:両岸延長で 429

メートルに治よび、 総工費も 883万円となっています。

護岸

O 

の

ぜ

~ 

グ
良
い
行
宏
い
h
q

を
表
彰

「
小
さ
な
親
切
の
会
」
は
一
月
二
十
八
日
、

才
一
回
目
の
表
彰
を
つ
ぎ
の
と
お

b
行
な
い
ま
し
た
。

暇
を
利
用
し
て
小
路
口
住
宅
の
広

マ
福
原

悟
君

西
中
三
年

場
に
子
供
た
ち
の
た
め
、
独
力
で

理
由
|
l
十
二
月
二
十
五
日
、
年

鉄
棒
ニ
聞
を
作
っ
た
。

末
の
お
し
せ
ま
っ
た
何
と
な
く
せ

マ
陸
自
竹
松
部
隊
才
三
中
隊

わ
し
い
夕
方、

買
物
帰
り
に
荷
台

の
ゴ
ム
ひ
も
が
車
輪
に
く
い
こ
ん
小
さ
な
親
切
の
会
に
寄
付

で
取
り
除
く
の
に
困
っ
て
い
る
主
マ
西
大
村
中
学
校
生
徒
会

婦
松
井
良
子
さ
ん
を
見
か
け
て
、
小
さ
左
親
切
の
会
に
寄
付

夕
刊
配
達
の
途
中
自
転
車
を
お
り
マ
向
陽
高
等
学
校

ゴ
ム
を
取
り
除
い
て
あ
げ
た
。
校
外
国
道
沿
い
の
清
掃
を
教
師
、

マ
末
原

秋

男

氏

竹

松

部

隊

生

徒
一
体
と
な
っ
て
行
な
い
、
通

理
由

l
i
一
月
五
日
、
正
月
の
休
る
人
に
好
感
を
与
え
て
い
る
。

今月は贈与税の申告と

納税の月です

昭和38年 1月1日から12月31日までの

聞に次の事項に該当することがあった方

は早自に申告と納税をおすませください

b他人から贈与によっτ財産をもら

勺た場合

b不動産、株式などを無償 でそむ名

(義を変更した場合

b財産の買入代金 や新造築資金を親

族友どに負担してもらった場合あ

るいは非常に安〈 財産を売 って も

らった場合

b親族などに借入金を代って払って

もらった場合左Eのように特別な

利益を受けた場合

J[.. V野田川に 429メ

なお、贈与税の申告や納税について、

おわかりにならない方はご遠慮なく税

務署の資産税係に問い合せください。

課
税
台
帳
の
縦
覧
期
聞
が

変
更
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
ハ
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
)
の
価
格
を
決
定
し

た
固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
毎

年
三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十
日

ま
で
縦
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
語
り
ま
し
た
が
、
=
一
十
九
年

度
の
縦
覧
は
評
価
基
準
等
改
正

の
た
め
四
月
以
降
に
行
な
う
よ

う
変
更
さ
れ
る
予
定
で
す
。

期
日
は
決
定
し
だ
い
「
市
政

党
よ

b
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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寒さに強い赤痢菌

冷たくても手洗いを

近

門

赤

痢

菌

〕

〈

、

手

あ

ら

い

や

消

毒

な

ど

が

川

桔

灯

赤

痢

菌

は

あ

る

一

定

の

温

度

よ

く

行

な

わ

れ

ま

す

が

、

冬

に

一
清
汁
巧
を
も
っ
て
分
裂
し
、
繁
殖
し
て
な
る
と
各
人
の
全
般
的
左
衛
生

約

十

紛

れ

い

い

行

き

ま

す

。

意

識

が

低

下

す

る

ω
で
は
な
い

生

b
で

で

生

存

日

数

は

別

表

の

よ

う

に

で

し

ょ

う

か

?

発

よ

の

の

に

夏

る

る

温

度

が

下

る

ほ

と

生

存

日

数

が

別

表

の

と

お

D
、
冬
も
菌
は

冬

も

い

あ

も

で

て

に

な

が

く

な

る

の

で

す

。

強

く

生

き

て

い

る

ニ

と

を

考

え

b
市
し
こ
つ
ま
り
、
冬
に
な
っ
て
寒
く
友
環
境
の
清
潔
、
消
毒
の
実
施
、

よ

村

生

ど

夏
大
発
は
る
と
赤
狩
菌
は
死
ぬ
ど
こ
ろ
か
手
洗
い
の
励
行
、
ハ
エ
、
ネ
ズ

は
、
く
因
か
へ
っ
て
ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
る
ミ
、
ゴ
キ
ブ
リ
在
と
の
駆
除
、

痢

実

多

毘

赤

事

く

の

と

い

う

こ

と

で

す

。

飲

食

な

ど

に

十

分

注

意

し

て

冬

F

t

t

'

A

F

M

 

V4

〔

冬

の

衛

生

意

識

〕

の

赤

痢

に

か

か

ら

な

い

よ

う

に

夏
は
衛
生
意
識
が
比
較
的
高
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
三
十
八
年
中
の
交
通
事
故

子
供
の
被
害
は
八
才
未
満

事
故
発
生
は
夕
方
に
多
い

-、 F

“ ー点

各種食品上における赤痢菌の生存白書皆、:

防疫必携よ b

食貯品蔵の温種度類 z7度 5度 。度 司

すし〈鯖〉 3日 4日 5日3日

竹 輪 10 

かまぼこ + 

天ぷら + 

牛 字L 10 14 

羊かん 12 

うどん 10 12 

ノ、。 ン + 14 + 

たくあん 10 14 + 

野 菜 10 14 14 + 

めざし 10 14 14 + 

煮まめ 10 12 14 + 

するめ 十 + + + 

牛魚、肉 + + + 十

九分団の車庫できる

九分団の詰所と車庫は今まで宮十路黒丸

地区の公民館を使用していましたが、こ

のほど国道ぞいに新しくできあがりまし

た。これで火災の際の出動も非常に便利

になりました。総工費= 110万円 O

〈写真=新しい消防車庫〉

か二国 え死較人件し
ら :-，/0 道事て者 す と で た 大
六 、 五 故 い三るな死え村
時時十発る人，とつ者通市
ま間八生こ傷件て八事内
で別財道と者数お人故で
ので、路に五 が D 、は昨
聞は県別な十八、 傷 二年
が 午市に b九十前者百中
も後道みま人二年ここに
つ四四るすと件に 百十発
と時十と。増、 比 一二生

の三物自 い 事 時 四 も
原順四 自転 事 ま故 1 時多
因 。 輪 動車故 す発八ま く
別 車車(車 。生時で五
で 、、パ両 はま四十
は 大普イ別 夕 で 十 件
安 型通クで 方が二
全 貸乗)は に 三 件 午
運物用、原集十 、後

転 自車普動 中五午ー
違 動、通機 し件後時
反 車軽貨付 τで六 t
f""ーーて「 断出 生後ほ害 眠徐

"" i い幼」し原(ごとは学、行
! ワ!ま児、」因五時ん三 童無違

ヂッ i すの「、別十 t ど十幼免反
!己で‘ i 。一白「で五午で九児許
!て右 i 人転車は戸後、人十の酪
i v v j 歩車の-，五時で三 順直7
1ゴツ! き 乗直 車し 時間 八才

ゥL- 車前道て K 的才末 脇
|で I ! と中直へい集に未満 見
渡で: な」後のま中は満の
u左! っ、横飛す発午が被 居

!ま".
i しス!
iより'

う
! で 1
.ま i
i た!
i 右 !

を i

i 塁!，、

く十〉は2週間後も生存

すしの酸濃度o.24戸~O.25%〆

① 

① 

備考

〔
督
促
状
を
発
送
以

市
県
民
税
才
四
期
分
と
の
国
民

健
康
保
険
税
一
月
分
の
督
促
状

を
十
九
日
忙
発
送
し
ま
し
た
。

ま
だ
納
入
し
て
お
ら
れ
・
泣
い
方

は
早
く
納
入
し
て
く
だ
さ
い
0

・
な
お
、
二
月
十
日
号
の
市
政
だ

よ
り
で
市
民
税
才
四
期
と
国
民

健
康
保
険
税
一
月
分
の
納
期
を

間
違
っ
て
語
り
ま
し
た
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
事
業
に
寄
附

市
内
乾
馬
場
の
高
峰
巽
さ
ん

は
亡
父
五
八
さ
ん
の
忌
明
忙
際

し
、
金
一
封
を
寄
附
さ
れ
ま
し

た。
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合理化を目的として、38年から3カ年計画で行なわれます。

総工費=1億8000万円。総面積=76ヘク ターノレ。関係農家戸

数::::90戸o' (写真z点線内が新しくミカ ン園に生れ変わる)

萱瀬に 73ヘクター)1..のミ力ン圏
萱瀬く米ノ山〉に広大なミカン園がで、きます。

これは県営米ノ山開拓パイロ γ トと呼ばれ、 農業の近代化

産
な
ど
を
取
b
入
れ
、
こ
れ

を
で
き
る
だ
け
集
団
化
し
て

量
産
を
行
左
い
生
産
費
の
節

減
を
計
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は

E
う
し
て
も
部

教
育
委
員
会
は
「
部
落
公
民
課
題

1
「
今
後
の
農
業
を
考
え

落
内
の
人
間
関
係
が
重
要
開

館
活
動
の
あ

b
方
」
「
部
落
公
る
と
、
ど
う
し
て
も
耕
地
の

題
と
な
っ
て
く
る
の
で
、
地

民
館
は
地
域
課
題
の
解
決
に
ど
整
備
、
交
換
分
合
、
協
同
経

域
の
人
々
が
十
分
話
合
い
近

う
対
処
す
れ
ば
よ
い
か
」
の
テ
営
そ
れ
に
と
も
な
う
農
通
新

代
農
業
の
で
き
る
構
造
改
善

1
マ
で
巡
回
懇
談
会
を

開

い

て

設

な

ど

が

必

要

で

あ

る

が

資

、を
や

b
、
農
業
を
後
継
者
に

い

ま

す

。

金

面

で

実

行

で

き

ず

に

い

る

魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
う
け

こ
の
懇
談
会
は
地
区
の
方
々
現
状
で
あ
る
。
」

継
が
せ
る
必
要
が
あ
る
。
」

と
問
題
点
を
討
議
し
、
部
落
公
助
言

l
「
今
日
の
農
業
問
題
は

在
お
、
四
月
か
ら
は
中
心
地

民
館
の
グ

ル
ー
プ
一活

動
を
推
進

地
域
だ
け
の
問
題
と
し
て
は

区
の
公
民
館
、
を

「
子
供
と
家
庭

す
る
目
的
で
大
村
市
農
協
、
松

解
決
で
き
な
い
世
界
的
な
変

教
育
」
の
テ
ー
マ

で
行
左
う
予

原
農
協、

市
農
林
課
の
協
力
を
ぼ
う
の
中
に
立
っ
て
い
る
。

定
で
す
。

え
て
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

生
産
性
を
高
め
経
営
と
し
て

今
ま
で
に
三
十
四
の
地
区
公

成

D
立
つ
農
業
を
推
進
す
る

民
館
で
実
施
し
た
結
果
、
つ
ぎ

に
は
適
地
適
作
を
行
程
い
、

の
よ
う
な
課
題
が
共
通
し

て

提

生

長
部
門
と
い
わ
れ
る
果
樹

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
柑
橘
、
緑
黄
野
菜
、
畜

公
民
館
・
グ
ル
ー
プ
活
動
を
推
進

ー
農
業
地
域
を
中
心
に

l

市
立
図
書
館
。

。
新
購
入
図
書

俺の考え(本田宗一郎〉

みんなで考えようく松下幸

之助) 中国名言集(奥野

信太郎〉 発展しつつある

国々(桑原武夫〉 世界文

学の流れ(阿部知二〉 わ

が日常(小泉信三) 大学

受験案内(晶文社) 大学

への地学(東大地学研究会〉

心理診断法詳説(片口安史〉

現伐用語の基礎知識(自由

国民社〉 経済学事典〈平

凡社) 経済白書(大蔵省〉

化学大辞典〈共立出版社)

日本現勢(共同通信社〉

デシフ:シ・ハシドプツク

(朝倉:書庖) 電子工学ノ、

シドブック(朝倉書官)

建築設備ハシドブック 朝

倉書庖) 鉱山地質ノ¥ンド

ブックく朝倉書官) 電子

工学(朝倉書庖)

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
新
人
選

手
、
審
判
員
、
検
査
員
を
募
集

資
格
、

申
込
要
領
は
つ
寧
の

と
お
り
で
す
。

選

手

年
令
・:
満
十
六
才
以
上一一

十
五
才
未
満
の
男
女

学
力
・・
・
中
学
校
卒
業
再
度

そ
の
他
・:
視
力

一・

O
以

上体
重
五
十
五
キ
ロ

程
度

審

判

員

.ミ箕島がよいミ l乙新造船田

箕島がよいに新造船が就航し、大変便利にな りま した。 この w箕島が

よい H は市道に準ずるものとして整備されたもので、これによって、

箕島との交通も盛んにな り、とくに子供たちは通学に大助り していま

す。また「夏の箕島・での海水浴やキャンプなども盛んになるでしょう」

と大いに期待されています。 く写真=箕島に向かう新しい船〉

<-

年
令
:
・
満
二
十
五
才
以
上

三
十
五
才
未
満
の
男
子

学
力
:
新
高
卒
程
度

そ
の
他
・:
視
力
一
・

O
以

上検

査

員

年
令
;
・満
二
十
一
才
以
上

三
十
五
才
未
満
の
男
子

必

fh

そ
の
他
は
審
判
員

と
同
じ
。

願
書
締
切
は
三
月
二
十
日
で

市
の
事
業
課
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
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小
児
マ
ヒ

生
ワ
ク
チ
ン
を
投
与

該
当
児

開
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
一

日
か
ら
三
十
八
年
二
月
二
十

八
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の

〈
今
回
、
一

回
だ
け
投
与
〉

伸
昭
和
三
十
八
年
三
月
一
日

か
ら
三
十
八
年
十
一

月
三
十

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
。

(
今
回
と
四
月
の
二
回
投
与
)

昭和33年 4月zz日第三種郵便物認可

喧

計

量
器
の
定
期
検
査
が

矧

今
年
も
つ

ぎ
の
日
程
で
行

定
在
わ
れ
ま
す。

初

こ

の

定

期
検
査
の
対
象

旦呈

に
は
商
屈
な
ど
で
商
取
引

計

に
使
わ
れ
る
計
量
器
は
ほ

と
ん
ど
該
当
し
ま
す
が
、
次
に

該
当
す
る
も
の
は
検
査
を
受
け

る
必
要
は
あ

b
ま
せ
ん
。

昭和39年 2月20日

A
対
象
か
ら
外
す
も
の

①
墨
屋
、
ガ
ラ
ス
屋
、
大
工

石
工
、
建
具
屋
、
家
具
屋

和
洋
服
仕
立
屋
、
靴
屋

の

用
い
る
長
さ
計

②
風
呂
屋
の
体
重
測
定
用
の

投
与
を
受
け
る
と
き
は
つ
ぎ
実
施
場
所
と
日
時

4

つ
ぎ
に
該
当
す
る
子
供
に
は
二
月
二
十
七
日
よ
一
十
九
日
っ
て
い
ま
す
。

の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
…
.
.
 μ川

町
一

.
~
恥
一
止

:・
7
.

ケ

投
与
い
た

L
ま
せ
ん
の
で
、
=
一
月
六
日

t
七

日

そ

こ

で

市

の

福
祉
事
務
所
で

ω当
日
、
母
子
手
帳
を
持
参
…

2
月
白
日
:
大
府
保
健
所
一一
一…
あ
ら
か
じ
め
医
師
に
よ
く
相
大
村
市
役
所
一
一
一
月
二
日

t
五
日
は
こ
の
法
律
や
手
帳
交
付
請
求

の

こ

と

。

…

2
月
日
百
・
:竹
松
出
張
所

…

談

し

て

く

だ

さ

い

。

な

語

、

市

県

民

税

の

申

告

だ

け

手

続
の
説
明
会
を
つ
ぎ
の
之
島

ω投
与
当
日
の
入
浴
や
食
事

…
2
月
汀
日
::信
重
出
張
所

…

ω発
熱
や
不
痢
を
伴
な
う
急
性

で
よ
い
方
に
は
)
二
月
末
日
ご
り
開
催
レ
ま
す
の
で
も
れ
な
午
、

を
制
限
す
る
必
要
は
な
い
こ
…

M

:

・
松
原
出
張
所
…

。疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
も
の

ろ
ま
で
に
申
告
書
を
配
付
す
る
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

と

。

…

2
月
刊
日
:
;
萱
瀬
出
張
所
…

ω重
症
の
結
核
、

代

償

不

全

の

予

定

で

す

。

マ

日

時

三

月

三

日

午

後

一

時

ω種
痘
以
外
の
予
防
接
種
を
…

3
月
2
日
・
:市
立
病
院

…

心

臓
管
系
疾
患
児
。

レ

ー

ス

編

の

内

職

を

マ

場

所

中
央
公
民
館
講
座
室

…
3
月
3
日
::
三
浦
幼
稚
園

…

ω病
後
衰
弱
者
や
著
る
し
い
栄

投
与
の
前
後
に
行
っ
て
も
差

…

・

6

希

望

さ

れ

る

方

へ

主

婦

の

生

活

展

開

く

・:・鈴出
血
張
所

…

養

障

害
者
。

U
日

μ
川

町

一

?

を

除

…

目

下
一
一

L
L
U
L一
ω種
痘
接
種
後
、一一

週

!

経

一
品
九
日
割

引

ト

引

い

じ

守

山

日

日

目

付

き、

投
与
直
後
の
外
科
的
手

時
三
十
分
か
ら
、
三
時
三
十
過
し
て
い
在
い
も
の

大
変
、
好
評
を
受
け
ま
し
た
。
か
る
婦
人
が
、
日
常
の
豊
か
な

術
は
避
け
た
が
よ
い
こ
と
。
分
ま
で
。

ωそ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
と

'

~認
め
る
も
の
。

ν
l
ス
編
の
内
職
を
希
望
さ
れ

明

か

る
い
家
庭
生
活
を
き
!
?
く

る
方
は
市
の
福
祉
事
務
所

へ
こ
た
め

に
創
意
工
夫
し
た
作
品
を

共
同
納
税
相
談
所
を
開
設

月
末
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

展
示
す
る
も
の
で
、

お
互
い
の

生
活
技
術
の
向
上
に
役
立
て
る

所
得
税
の
確
定
申
告
、
個
人
き
い
。

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
方
の

事
業
税
の
申
告
な
ら
び

に
市
県

戦

傷

病

者

特

別

援

護

法

の

参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

民
税
の
申
告
が

一
カ
所
で
済
む

説
明
会
を
聞

き

ま

す

行

な
わ
れ
ま
す
。

よ
う
に
昨
年
と
同
じ
要
領
で
今

戦
傷
病
者
援
護
法
が
制
定
さ

お
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
ご
参
観
〈

年
も
三
者
共
同
納
税
相
談
所
を

れ
、
十
一
月
一
白
か
ら
施
行
さ
だ
さ
い
。

聞
き
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
に
よ
マ

日
時

二
月
二
十
九
日

所
得
税
、

事
業
税
に
関
係
の

れ
ば
該
当
者

(
軍
人
軍
属
で

公

十

三

時

t
十
七
時

あ
る
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
申
告

務
上
の
傷
病
を
受
け
現
在
思
給

三
月
一
白

書
を
別
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

受
給
者、

請
求
中
の
人
ま
た
こ

九
時

t
十
六
時

諌
早
税
務
署
か

ら
通
知
の
あ
っ

の
法
に
よ
る
戦
傷
病
者
)
は
戦

マ
会
場

中
央
公
民
館

た
日
時
、
場
所
に
ぜ

仏
語
出
か

傷
病
者
手
帳
の
交
付
請
求
を

し

マ

出
品
種
目

ν
1
ス
編

・
染

け
く
だ
さ
い

。
通
知
の
な
い
方

、な
け
れ
ば
友
ら
友
い
こ
と
に
な
物

・
料
理
・
生
花
・
そ
む
他

で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ム
開
設
b
時
場
所

大
村
商
工
会
議
一的

j~ 

所

は
か
り

場

③
農
家
の
使
用
し
て
い
る
は

査

か
り
、
ま
す
(
試
し
は
か

検

り
)

表

④
郵
便
物
等
の
試
し
は
か

b
程

間
表
情

、

⑤
当
該
計
量
の
結
果
が
、
上
日

時

f

一d

級
官
庁
へ
の
報
告
、
統
計

査

付

枇

資
料
の
作
成
に
利
用
さ
れ
検

受

前
附

る
程
度
に
と
ど
ま
る
場
合

期

の
計
量
に

用

い

る

も

の

定

程

な
治
詳
し
い
こ
と
は
商
工
水

器

産
課
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

量

日

西
大
村
・
竹
松

、・
福
重

・

計

別

松
原

・
萱
瀬
地
区
の
日
程

は
次
号
で
島
知
ら
せ
し
ま

す
。

区
-
山
山
山

所

三浦出張所

今村公民館

鈴田出張所

役市

1 0 時~1Z時

1 時~3時

10時~3時

3月 6日

1/ 78 

1日

午i日:

10日

'1 

ノノ

中央地区

三 部地区

ノノ

λγ 鈴団地区

お
し
ら
せ

-O
S
O
U
R
A
g
匡


